
六
ノ
五
、
勧
学
記 

 

原
典 
解
脱
上
人
小
章
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日
本
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蔵
経
第
六
十
四
卷
所
収 

 

解
説 

貞
慶
が
十
カ
条
の
清
規
を
示
し
て
行
文
平
易
に
興
福
寺
の
学
侶
に
対
し
て
心
得
べ
き
こ
と
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
昼
夜
一
二
時
間
の
時
間
割
を
示
し
、
他
の
九
ヶ
条
で
は
穏
健
着
実
に
当
時
の
僧

界
の
必
要
な
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（
東
大
寺
辞
典
）。 

 

原
文 

 

 
 

勧
学
記 

一
云
学
徒

教
誡 

夫
以
日
月
易
移
昼
夜
莫
徒
。
名
利
難
棄
修
学
何
怠
。
今
生
又
非
幾
來
世
尤
可
恐
。
若
非
三
宝
之
冥
助
者
。

爭
離
三
途
之
苦
域
。
且
為
行
為
法
。
且
為
孝
為
身
。
宜
嗜
修
学
止
不
用
矣
。 

 

一
不
可
空
昼
六
時
事 

 

辰
巳
学
問

午
勤
行

未
学
問

申
外
典
世

事

等

酉
勤
行

念
誦

戌
亥
学
問

子
丑
休
息

睡
眠

寅
卯
学
問 

一
不
可
怠
修
学
二
門
事 

受
難
受
之
生
値
難
値
之
法
。
尤
可
学
。
誰
不
勇
乎
。
就
中
顧
身
見
人
。
其
勤
疎
而
恣
遂
先
賢
之
古
跡
。
其

功
少
而
恨
期
過
分
之
栄
望
。
冥
顕
之
責
有
恐
、
誑
詐
之
過
難
遁
。
何
時
冥
加
盡
。
何
庭
胎
耻
辱
。
訪
上
代

見
近
來
。
不
積
涯
分
之
微
功
。
無
達
始
終
之
前
途
。
因
果
之
理
必
然
之
習
也
。
欣
名
求
利
。
立
身
交
人
。

尤
励
愚
性
可
嗜
修
学
。
雛
無
遇
当
折
之
学
道
。
可
致
充
日
之
稽
古
。
況
所
作
受
前
学
問
為
左
。
天
罸
有
恐
。

冥
加
如
何
。
利
根
聡
敏
之
輩
。
猶
不
学
無
所
知
遇
。
淺
智
之
性
豈
不
励
有
所
知
乎
。
非
馮
性
、
非
募
功
。

只
猛
惑
之
甚
也
。
付
中
為
身
有
得
分
。
為
親
成
孝
行
。
旁
可
営
可
学
。
空
不
可
送
時
日
矣 

一
常
親
近
修
学
仁
不
可
胒
不
用
之
輩
事
。 

 

不
用
之
道
多
篇
。
学
問
之
妨
非
一
。
所
謂
武
芸
博
奕
之
輩
。
藍
突
婬
憎
之
類
。
愛
酒
宴
好
二

雑
談
等
也
。

武
芸
者
不
図
失
身
。
博
奕
者
損
財
妨
学
。
藍
突
之
仁
者
穢
浄
行
人
。
婬
憎
者
催
放
逸
之
思
。
如
此
輩
者

親
無
益
胒
多
失
。
可
云
皆
修
学
之
妨
現
当
之
敵
也
。
嗜
学
積
功
者
。
事
便
談
法
門
。
詞
端
教
性
相
之
間
。

自
然
成
才
学
。
始
終
為
大
功
。
殊
得
其
意
可
有
用
捨
矣
。
詩
謌
管
絃
者
雖
為
芸
能
之
片
端
。
不
如
内
典

之
稽
古
。
偸
雖
令
存
知
。
好
不
可
賞
翫
矣
。 

一
世
路
之
営
者
修
学
之
妨
也
。
不
顧
涯
分
莫
好
過
差
。
只
以
学
生
可
立
衣
文
矣
。 

一
貴
所
之
近
習
者
疎
学
之
根
元
也
。
縦
雖
有
渡
世
之
便
。
不
可
成
勇
進
之
思
矣 

一
、
決
択
之
庭
。
聴
聞
之
砌
、
拋
万
事
可
差
出
。
且
為
会
資
威
儀
。
且
為
身
成
才
学
。
興
隆
也
得
分
也
。

必
臨
学
場
可
聴
聞
也
。
恒
例
之
大
会
希
代
之
診
事
者
。
無
故
障
者
可
見
物
。
為
寺
社
之
栄
仕
。
興
隆
之
一

分
故
也
。
於
自
餘
見
物
者
。
縦
雖
有
逸
興
。
竪
可
令
停
止
。
為
不
用
之
基
稽
古
之
障
故
也
。 

一
窮
屈
之
時
。
徒
然
之
折
者
。
睡
居
学
窓
雖
令
休
息
。
立
入
他
人
之
部
屋
。
莫
吐
無
益
之
雑
言
。
談
他
過

失
之
源
。
自
他
疎
散
之
基
故
也
。
縦
雖
令
会
合
。
不
可
送
数
尅
。
婬
事
親
談
。
女
会
沙
汰
。
殊
以
禁
制
。



只
可
令
談
決
択
之
法
則
。
出
仕
之
礼
儀
。
交
衆
之
故
実
消
息
書
矣
。 

一
仏
法
之
結
縁
者
出
離
之
勝
因
也
。
必
以
今
生
之
学
功
可
為
來
世
之
資
粮
矣
。 

一
不
可
好
婬
事
酒
宴
事 

 

婬
酒
増
盛
謂
隆
之
根
取
也
。
為
境
界
傾
一
期
。
為
酒
宴
振
財
産
人
皆
為
鳴
呼
。
世
挙
成
謗
難
。
軽
賤
之

心
因
之
発
。
疎
学
之
聞
従
之
來
。
為
慳
恡
失
身
命
。
依
酔
狂
成
闘
諍
總
有
失
無
徳
。
殊
於
酒
宴
者
。
啻

匪
身
之
費
。
頗
為
人
之
労
。
下
戸
之
類
清
貧
之
輩
者
。
烈
筵
雖
示
入
興
之
体
退
座
頗
歎
難
堪
之
役
。
一

端
者
為
逸
興
。
雖
有
近
習
之
仁
。
始
終
者
顧
徳
失
。
多
止
追
従
之
儀
。
不
如
服
薬
酒
療
病
気
。
停
大
飲

営
修
学
。
婬
事
者
先
業
之
力
。
凡
夫
之
習
也
。
雖
不
能
制
禁
。
旁
可
有
斟
酌
。
為
境
界
為
我
身
。
殊
存

折
中
之
儀
。
可
止
偏
執
之
思
歟
。
酔
醒
夢
驚
後
悔
非
一
。
尤
可
存
知
矣
。
垂
髪
之
仁
同
宿
之
條
。
更
不

能
奔
走
。
雖
有
無
力
之
次
第
難
玄
由
緒
。
初
心
淺
位
之
間
者
。
固
令
辞
退
不
可
承
諾
矣
。 

一
不
嗜
修
学
而
不
可
立
威
勢
事 

 

内
徳
備
外
儀
調
。
不
好
有
威
勢
。
無
所
□
闕
威
儀
。
雖
無
親
眤
傍
輩
振
威
勢
。
等
倫
雖
軽
賎
。
学
功
積
。

名
譽
高
。
依
自
己
有
勤
必
学
。
一
寺
靡
徳
。
万
人
傾
首
歟
。
而
功
淺
身
軽
□
或
招
集
勇
敢
之
者
。
或
語

寄
権
威
之
仁
之
條
。
当
時
有
傍
終
無
益
歟
。
不
如
励
蛍
雪
之
懃
□
一

修
学
之
輩
天
神
定
擁
護
。
悉
地
速
成

就
歟
。 

 

読
み
下
し
文 

夫
れ
以
っ
て
日
月
移
ろ
い
易
く
、
昼
夜
徒
に
す
る
莫
か
れ
。
名
利
棄す

て
難
く
も
修
学
何
ぞ
怠
ら
ん
。
今
生

に
又
非
幾
（
道
に
外
れ
た
行
い
の
兆
し
）
あ
ら
ば
来
世
尤
も
恐
る
べ
し
。
若
し
三
宝
の
冥
助
非
ず
ば
、
爭

い
か
で

か
三

途
の
苦
域
を
離
れ
ん
や
。
且
つ
行
が
為
、
法
が
為
、
且
つ
孝
が
為
、
身
が
為
、
宜
し
く
修
学
を
嗜
み
不
用

を
止
む
べ
し
。 

一 

昼
夜
六
時
の
事
を
空
し
く
す
る
べ
か
ら
ず
。 

 
 

辰
巳
、
学
問
、 

午
、
勤
行
、 

未
、
学
問
、 

申
、
外
典
世
事
等
、 

酉
、
勤
行
念
誦
、 

戌
亥
、
学
問
、 

子
丑
、
休
息
、
睡
眠 

寅
卯
、
学
問 

一 

修
学
二
門
の
事
怠
る
べ
か
ら
ず
。 

受
け
難
き
生
を
受
け
、
値
い
難
き
法
に
値
す
べ
く
、
尤

と
り
わ

け
学
ぶ
べ
し
。
誰
か
勇
あ
ら
ず
や
。
就
中
、
身

を
顧
り
み
、
人
を
見
る
に
、
其
の
勤
め
疎
に
し
て

恣
ほ
し
い
ま
ま

に
す
。
先
賢
の
古
跡
に
遂す

す

む
も
、
其
の
功
少
な
し
。

恨
む
ら
く
は
過
分
の
栄
望
を
期
す
。
冥
顯
（
見
聞
で
き
な
い
も
の
と
見
聞
で
き
る
も
の
）
の
責
め
恐
れ
有
り
。
誑

詐
（
だ
ま
す
こ
と
）
の
過

あ
や
ま

ち
遁
れ
難
し
。
何

い
づ
れ

の
時
か
冥
加
盡
き
、
何

い
づ
れ

の
庭
に
か
耻
辱
を
胎
む
や
。
上
代
（
大



昔
）
を
訪
ね
、
近
来
を
見
る
も
、
涯
分
（
身
分
相
応
の
程
度
）
の
微
功
す
ら
積
ら
ず
。
始
終
（
始
め
か
ら
終
わ
り

ま
で
）
、
前
途
に
達
す
る
こ
と
無
し
。
因
果
の
理
、
必
然
の
習
い
也
。
名
を
欣
び
、
利
を
求
め
、
身
を
立
て

人
と
交
わ
る
は
尤
も
愚
性
を
励
ま
す
。
修
学
を
嗜
む
べ
し
。
折
に
当
り
て
の
学
道
に
遇
う
こ
と
無
し
と
雛

ど
も
、
日
に
充み

ち
る
稽
古
を
致
す
べ
し
。
況
ん
や
所
作
（
為
す
べ
き
事
）
の
前
を
受
け
て
の
学
問
、
左
（
不
都

合
）
と
為
す
、
天
罸
の
恐
れ
有
り
。
冥
加
（
神
仏
の
加
護
）
は
如
何
。
利
根
（
賢
い
性
質
）
聰
敏
の
輩
も
猶
学
ば

ず
ば
（
冥
加
に
）
知
遇
す
る
所
無
し
。
淺
智
の
性
は
豈
勵
ず
し
て
知
る
所
有
り
や
。
性
に
馮
る
に
非
ず
、
功

を
募
る
に
非
ず
。
只
猛
惑
の
甚
し
き
也
。
中
に
付
け
、
身
が
為
に
得
分
を
有
し
、
親
が
為
、
孝
行
を
成
す
。

旁
営
む
べ
し
、
学
ぶ
べ
し
。
空
し
く
時
日
を
送
る
べ
か
ら
ず
。 

一 

常
に
修
学
の
仁
に
親
近
し
、
不
用
の
輩
に
胒

ち
か
づ

か
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
。 

 
 

不
用
の
道
、
篇
（
詩
歌
や
文
章
）
に
多
し
。
学
問
の
妨
げ
一
に
非
ず
。
所
謂
武
芸
博
奕
の
輩
、
藍
突
婬 

 

憎
の
類
、
酒
宴
を
愛
し
雑
談
を
好
む
に
等
し
き
也
。
武
芸
は
図
ら
ず
し
て
身
を
失
し
、
博
奕
は
財
を
損 

 

し
学
を
妨
げ
、
藍
突
の
仁
は
浄
行
の
人
を
穢
し
、
婬
憎
は
放
逸
の
思
い
を
催
す
。
此
の
如
き
の
輩
は
親 

 

み
て
益
無
く
、
胒

ち
か
づ

く
は
失
多
し
。
皆
修
学
の
妨
げ
と
云
う
べ
く
、
現
当
の
敵
也
。
学
を
嗜
み
功
を
積
む
は
、

事
便
ち
法
門
を
談
じ
、
詞
の
端
に
性
相
を
教
う
る
の
間
、
自
然
才
学
を
成
す
。
始
終
大
功
が
為
め
、
殊
に

其
意
を
得
て
用
捨
有
る
べ
し
。
詩
謌
管
絃
は
芸
能
の
片
端
を
為
す
と
雖
も
内
典
の
稽
古
に
如
ず
。
偸
て
存

知
せ
し
む
る
と
雖
ど
も
好
ん
で
賞
翫
す
べ
か
ら
ず
。 

一 

世
路
の
営
み
は
修
学
の
妨
げ
也
。
涯
分
（
分
際
）
を
顧
み
ず
、
過
差
（
程
度
を
過
ご
す
こ
と
）
を
好
む
莫

れ
。
只
学
生
を
以
て
衣
文
を
立
つ
べ
し
。 

一 

貴
所
の
近
習
は
疎
学
の
根
元
也
。
縦
へ
渡
世
の
便
有
る
と
雖
も
勇
進
の
思
い
成
す
べ
か
ら
ず
。 

一 

決
択
（
選
び
決
め
る
こ
と
）
の
庭
、
聴
聞
の
砌
、
万
事
を
拋
ち
差
し
出
ず
べ
し
。
且
つ
会
が
為
め
威
儀
を

資
け
、
且
つ
身
が
為
め
才
学
を
成
す
は
興
隆
也
、
得
分
也
。
必
ず
学
場
に
臨
ん
で
は
聴
聞
す
可
き
也
。
恒

例
の
大
会
希
代
の
診
事
は
、
故
障
無
く
ば
見
物
す
べ
き
者
な
り
。
寺
社
の
栄
仕
を
為
す
は
、
興
隆
の
一
分

の
故
也
。
自
餘
見
物
に
於
い
て
は
、
縦
へ
逸
興
（
世
俗
を
離
れ
た
風
流
の
趣
）
有
り
と
雖
ど
も
、
竪
く
停
止
せ

し
む
可
し
。
不
用
の
基
が
為
め
に
、
稽
古
に
障
と
為
る
が
故
也
。 

一 

窮
屈
の
時
、
徒
然
の
折
は
学
窓
に
睡
居
し
、
休
息
せ
し
む
と
雖
ど
も
、
他
人
の
部
屋
に
立
入
り
、
無 

 

益
の
雑
言
を
吐
く
莫
れ
。
談
他
過
失
の
源
、
自
他
疎
散
の
基
い
の
故
也
。
縦
へ
会
合
せ
し
む
と
雖
ど
も
、

数
尅
を
送
る
べ
か
ら
ず
。
婬
事
親
談
、
女
会
の
沙
汰
、
殊
に
以
っ
て
禁
制
す
。
只
決
択
の
法
則
、
出
仕
の

礼
儀
、
交
衆
の
故
実
、
消
息
書
（
手
紙
）
を
談
ぜ
し
む
べ
し
。 

一 

仏
法
の
結
縁
は
出
離
（
煩
悩
を
絶
つ
こ
と
）
の
勝
因
也
。
必
ず
今
生
の
学
功
を
以
っ
て
、
來
世
の
資
粮
と

為
す
可
し
。 

一 

婬
事
酒
宴
を
好
む
べ
か
ら
ず
の
事 

 

婬
酒
の
増
盛
は
謂

い
わ
ゆ

る
隆
の
根
取
也
。
境
界
（
因
縁
の
理
に
よ
っ
て
各
人
が
受
け
る
境
遇
）
が
為
に
一
期
（
人
の

一
生
）
を
傾
け
、
酒
宴
が
為
に
財
産
を
振
る
。
人
皆
鳴
呼
（
鳥
の
よ
う
に
泣
き
叫
ぶ
こ
と
）
を
為
し
、
世
は
挙
げ

て
謗
難
を
成
す
。
軽
賤
の
心
、
之
に
因
り
発
し
、
疎
学
の
聞
、
之
に
従
り
來
る
。
慳
恡
（
両
字
と
も
物
惜
し
み



す
る
こ
と
）
が
為
に
身
命
を
失
な
い
、
酔
狂
に
依
り
闘
諍
を
成
す
。
総
て
失
有
り
て
徳
無
し
。
殊
に
酒
宴
に

於
て
は
啻た

だ

に
身
の
費
に
匪あ

ら

ず
。
頗
る
人
の
労
と
為
す
。
下
戸
の
類
、
清
貧
の
輩
は
筵
（
酒
宴
の
席
）
に
烈
し

興
に
入
る
の
体
を
示
す
と
雖
ど
も
、
座
を
退
き
て
は
頗
る
堪
え
難
き
の
役
を
歎
く
。
一
端
は
逸
興
が
為
、

近
習
の
仁
有
る
と
雖
ど
も
、
始
終
は
徳
失
を
顧
み
、
多
く
は
追
従
の
儀
を
止
む
。
薬
酒
を
服
し
病
気
を
療

し
大
飲
を
停
め
、
修
学
を
営
む
に
し
か
ず
。
婬
事
は
先
業
の
力
、
凡
夫
の
習
也
。
制
禁
す
る
こ
と
能
わ
ず

と
雖
も
、
旁
た
斟
酌
（
手
加
減
す
る
こ
と
）
有
る
べ
し
。
境
界
（
地
位
）
が
為
、
我
身
が
為
、
殊
に
折
中
（
程
よ
い
状

態
に
し
て
お
く
）
の
儀
存
し
、
偏
執
の
思
い
止
む
可
し
、
酔
醒
夢
驚
、
後
悔
一
に
非
ず
。
尤
も
存
知
す
べ
し
。

垂
髪
（
幼
児
）
の
仁
、
同
宿
の
條
、
更
に
奔
走
（
い
ろ
い
ろ
世
話
を
す
る
）
す
る
能
わ
ず
。
力
無
き
次
第
有
る
と

雖
も
由
緒
、
玄ま

ど

い
難
し
。
初
心
淺
位
の
間
は
固
く
辞
退
せ
し
め
、
承
諾
す
べ
か
ら
ず
。 

一 

修
学
を
嗜
ま
ず
し
て
威
勢
を
立
つ
べ
か
ら
ず
の
事 

内
に
徳
を
備
え
、
外
に
儀
を
調
う
。
威
勢
有
る
を
好
ま
ず
。
所
□
無
く
威
儀
に
闕
く
。
親
眤
無
し
と
雖

も
、
傍
輩
威
勢
を
振
う
。
等
倫
（
同
輩
）
軽
賎
と
雖
ど
も
、
学
功
を
積
ま
ば
名
誉
高
し
。
自
己
に
必
学
の
勤

め
有
る
に
依
り
て
、
一
寺
、
徳
を
靡
き
万
人
傾
首
（
仰
ぎ
靡
く
こ
と
）
す
る
か
。
而
し
て
功
淺
身
軽
□
、
或
い

は
勇
敢
の
者
を
招
集
し
、
或
い
は
権
威
の
仁
に
語
を
寄
せ
る
の
条
、
当
時
傍
（
た
よ
る
こ
と
）
有
り
て
、
終

に
益
無
し
。
蛍
雪
の
懃
□
を
励
む
る
に
し
か
ず
。
修
学
の
輩
に
天
神
は
擁
護
を

定
や
く
そ
く

す
。 

悉
地
（
真
言
の
秘
法
を
修
め
て
自
在
神
力
の
妙
果
を
得
る
こ
と
）
速
や
か
に
成
就
せ
ん
か
。 

  


